
キャンプ３（キャンプファイヤー） 

時  間 １時間～１時間３０分 対  象 小学生以上 

人  数 ３１０人程度 経  費 ３００円（１回） 

・  キャンプ参加者の相互の交流の場として、思い出を分かち合い、参加者の連帯感を深めるこ

とができます。 

高まりが期待できる 

非認知能力 
コミュニケーション力、協働力、社交性 

団体で準備する物 

・  野外活動に適した服装（長袖・長ズボン）、帽子、水筒、タオル、懐中 

電灯、スタンツ用 BGM、救急用品 等 

・  役割分担（営火長、親火、子火１～４、進行） 

センターで準備する物 
トーチ６本、アンプ、CD、マイク、バケツ、雑巾、ライター、牛乳パック、灯油 

延長コード、点灯用ランタン 等  

活動の内容 

□  迎え火の式、スタンツ（グループ発表等）、送り火の式の３部からなる活動です。 

□  次ページ以降に進行例と各係のセリフがあります。 

 

     （キャンプファイヤーの様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

 ・ 有害動植物（ハチ、マダニ、毒蛇、虫、ハゼの木等）に注意しましょう。 

・ お互いに声をかけ合って、水分補給等の熱中症対策を行ってください。 
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キャンプファイヤー進行表 

〈第１部 迎え火の式〉 

１ 参加者入場（静→動→静の流れについて、事前に十分指導しておく。） 

  ファイヤー台を丸く囲む形で席に着く。係は通路に待機し、親火にだけ火を付ける。 

２ 開会の言葉（ポータブルデッキ、「遠き山に日は落ちて」等のＢＧＭを流す。） 

３「営火入場」親火、子火４、子火３、営火長、子火２、子火１の順で入場 

キャンプファイヤー見取り図 

４ 「親火の方は営火にささげる言葉をお願いします。」 

  親火の言葉 

  「わたしたち○○○○の○○名は、ここ県立青少年研修センター赤崩
あかぐえ

山麓でキャンプファイヤー 

を囲むことになりました。一緒に活動し、寝食をともにする生活の中で、今まで知らなかった友達の 

すばらしい姿を発見し、友情を深めることができました。わたしたちは、この研修の機会を与えてく 

ださった方々に感謝し、赤々と燃える炎のように強く、たくましく生きる人になりたいです。」      

令和○○年○月○日 研修生代表 ○○○ 

５ 「親火の方は、子火に呼びかけて分火してください。」 親火と子火の誓いの言葉（例） 

親火  強い心と体の持ち主になるために（分火） 

子火１  わたしたちは、心と体をきたえ、どんな苦しみにも負けず最後までやりぬく強い心と

体の持ち主になるようにつとめます。 

親火 豊かな心の持ち主となるために（分火） 

子火２ わたしたちは、自分のことだけでなく、いつも他人の立場を考え、親切で思いやり
のあるあたたかい人間になるよう心がけます。 

親火 いつまでも変わらない友情のために（分火） 

子火３ わたしたちは、このすばらしい友情をさらに深め、これからの人生をともに助け合
い、励まし合っていくことを誓います。 

親火  一日一日に全力をつくすために 

子火４  わたしたちは、一日一日を反省し、明日に向かって全力をつくし、くいのない毎日を
過ごすようつとめます。 

 ※ 営火長にも火を分ける。 
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子火４ 子火３ 

営火長 

子火２ 子火１ 

親火 

入口 → 

水道 



 

６ 「営火長さんは迎え火の言葉をお願いします。」 

 

営火長の言葉 

「日は沈み、赤崩山麓にも夜のとばりが静かにおりて参りました。今夜は、みなさんとこうしてキャ

ンプファイヤーを開くことができて、大変うれしく思います。今夜のキャンプファイヤーがさらに友

情を深め、団結を強め、今後の生活の向上につながるものとして、いつまでも心のアルバムに残

るよう希望して迎え火の言葉とします。」 

７ 「営火長さんは、点火の合図をお願いします。」 

８ ＢＧＭ「燃えろよ燃えろ」 

９ 「係の皆さんは、退場してください。」 

 

 

〈第２部 交歓のつどい〉 

10 「静かな中で第１部のセレモニーが終わりました。これからレクリエーションを始めます。歌やゲ

ームで大いに楽しみましょう。」 

 

 

〈第３部 送り火の式〉 

親火、子火４、子火３、営火長、子火２、子火１は、それぞれトーチを持ってファイヤーを囲むようには

じめと同じ位置につく。  

 

11 「ただいまから送り火の式を始めます。」 

12 「営火長さんは、送り火の言葉をお願いします。」 

営火長の言葉 

「力強く、赤々と燃えていたファイヤーも今は小さくなり、四方の山々や木々も静かに眠りに入

ろうとしています。今夜は、こうして楽しく、また新たな感激でキャンプファイヤーを開くことがで

きました。それは、みなさんの一人一人の心がひとつになったあかしです。わたしたちは、これ

からの学校生活や家庭、地域での生活にこの心をもち続けて協力していきたいと思います。こ

のキャンプファイヤーの炎を自分の心に移すことにより、いつまでも変わらぬ情熱と友情の炎

とし、明日からの生活に燃やし続けることを期待して、送り火の言葉とします。」 

13 「係のみなさんは、採火してください。」 

14 「係のみなさんは、退場してください。」 

15 「以上で、○○○○のキャンプファイヤーの全てを終わります。」 

16 参加者退場、参加者は安全面に留意して退場する。トーチは、ぬれ雑巾をかけて消す。 
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